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令和７年１２月１２日 

 

 

白老町議会 

  議長 小 西 秀 延  様 

 

 

                     総務文教常任委員会 

                      委員長 貮 又 聖 規 

 

 

所管事務調査の結果報告について 

 

本委員会は、所管事務調査を終了したので、その結果を次のとおり報告しま

す。 

 

記 

 

１ 調 査 事 項  （１）常任委員会 

津波避難対策の在り方について 

         （２）分科会 

社台地区住民説明会の傍聴 

社台地区町内会連合会との懇談 

 

２ 調査の方法  （１）常任委員会 事務調査 

         （２）分科会   懇談 

 

３ 調 査 日 程  （１）常任委員会  

令和７年 ７月 25 日（金） 

11 月 18 日（火） 

12 月 ５日（金） 

          （２）分科会    

令和７年 ９月 20 日（土）                   

４ 出 席 委 員 

委 員 長  貮 又 聖 規  副 委 員 長  森 山 秀 晃 

委    員  長谷川 かおり  委    員  佐 藤 雄 大 

委    員  前 田 博 之  委    員  広 地 紀 彰 
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５ 説明のために出席した者の職・氏名 

総務財政部長  鈴  木  徳  子  総 務 課 長  増  田  宏  仁 
総務課防災交通室

長 
 高  野  基  哉     

 

６ 分科会懇談のため出席した者の職・氏名 

社台地区町内会連合会 

   会 長   中 村 隆 一 様 ほか１２名 

    

７ 職務のために出席した者の職・氏名 

事 務 局 長  本 間 弘 樹  主 幹  小山内   恵 

一 般 事 務 職 員  白 綾 美 紀     

 

８ 調 査 結 果 

   本委員会は、津波避難対策の在り方について担当課から説明を受け、経過、

現状及び課題を把握するとともに、７月 30 日カムチャツカ沖地震に伴う避難

対応に関する町の課題整理と検証報告（10 月 27 日全員協議会）で示された

内容を踏まえ、委員会においてさらに検証、協議を行った。 

 

（１） 現状と課題 

① 社台地区の避難優先度 

津波浸水予測及び避難困難地域の対象者数（人口比）に基づき、社台地区

は町内で避難行動の優先度が最も高く設定されている。 

② 災害対策本部体制 

 災害対策本部は直線的な指揮系統となっており、部局間連携や応援体制の

構築に課題がある。 

③ 避難所運営 

 乳幼児、高齢者、外国人旅行者など支援が必要な層への対応が十分とは言

えず、備蓄物資の種類・量、補充や運搬体制にも課題が残る。 

④ 情報伝達 

防災無線や町民窓口に依存した現行の手法では、高齢者や情報弱者への伝 

達に限界がある。 

⑤ 交通手段 

ＪＲ沿線住民の避難行動についての指摘があり、鉄道駅を避難拠点として

活用する可能性が示された。 
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（２）委員の意見 

各委員から出された意見は次のとおりである。なお、７月 30 日カムチャツ

カ沖地震に伴う避難対応の経過は 10 月 27 日の全員協議会において説明を受

けたものであるが、本所管事務調査において特に重要であることから、その

主な意見を合わせて整理する。 

① 委員会での意見 

・社台地区住民、高齢者への避難支援体制強化が必要 

・災害対策本部の指揮系統、応援体制の見直しが求められる 

・若い世代への情報発信として、ＬＩＮＥなどＳＮＳの活用が有効 

・民間施設との連携強化による避難対応力の向上 

・町ＢＣＰ計画の検証及び議会ＢＣＰ策定の検討 

・会計年度任用職員を含めた災害対応体制の確立が重要 

② 全員協議会での意見 

・災害時の情報伝達手段の多様化（ＳＮＳ、防災アプリ等の導入） 

  ・代替本部における本部機能の維持方策の明確化 

・冬期間における避難所運営、避難行動の課題を踏まえ、「冬期版の避難マ 

ニュアル」の整備 

  ・乳幼児のミルク確保や民間の指定避難所等との連携 

・避難所運営の改善（備蓄物資、外国人旅行者対応など）の必要性 

・はまなす保育園の避難ルートの安全性の確保 

・夏季休業時に避難所として使用できなかった学校と長距離避難の課題 

・役場庁舎移転に関連した防災機能の確保、年度内に新庁舎建設場所の提 

示が望まれる 

・町内会に備蓄物資を持たせる仕組みの検討 

・スマホを持たない高齢者への情報伝達対策 

・避難行動要支援者への「目印」導入の検討 

・津波警報（３メートル未満）の浸水データ不足による全町避難の問題 

・津波浸水等の災害避難計画の策定 

・津波の高さごとに段階的避難範囲の設定による過剰避難の防止と迅速な

避難促進 

 

（３）まとめ（提言） 

本委員会は、現状・課題及び委員の意見を踏まえ、以下の５本柱の提言を

行う。 
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 ① 災害対策本部体制の再構築と対応強化 

ア 指揮系統の「単線構造」を見直し、部局間連携を強化しつつ、総務部門

と防災部門が互いに補完できる「複線的な体制」の検討 

イ 応援体制の整備と代替本部での機能維持 

ウ 町ＢＣＰのさらなる検証・強化 

エ 会計年度任用職員を含む災害対応体制の確立 

② 避難場所・避難所の運営強化 

ア 高齢者、乳幼児、外国人旅行者への対応改善 

  イ 備蓄物資の拡充と補充・運搬計画の見直し 

  ウ 学校・商業施設・宿泊施設等、民間施設との連携強化 

③ 情報発信の強化 

ア 防災無線や町民窓口に加え、高齢者、情報弱者、観光客に届く多様な手

段の導入 

イ 若い世代に向けたＬＩＮＥなどＳＮＳ活用の推進 

ウ 避難行動を迅速化する情報提供体制の整備 

④ 避難指示範囲の検討 

ア 津波到達予想高さごとの段階的避難範囲の明確化 

  イ 最適かつ迅速な避難の促進を図るための避難指示範囲の適正化と周知 

 ⑤ 避難手段の充実 

ア 避難ルートの安全確保と支援体制の整備 

イ 鉄道駅等の活用を含む多様な避難方法の検討 

ウ 議会ＢＣＰの策定と災害時における議会機能の維持 

 以上、白老町の津波避難対策をより実効的に推進し、住民の安全確保と地

域の災害対応力向上を両立されることを提言する。 

 

（４）総務文教分科会 

総務文教分科会は、９月 20 日に町が行った津波避難対策に係る社台地区住

民説明会を傍聴するとともに、社台地区町内会連合会との懇談を実施した。 

なお、懇談の内容については、別紙「活動報告書」のとおりである。 



 

 

総務文教分科会の活動報告書 

 

令和７年９月２６日 

 

総務文教常任委員会 

委員長 貮又 聖規  様 

 

                        総務文教分科会 

主査 森山 秀晃  

 

 本分科会は、委員会の広聴活動として下記団体との意見交換を終了したの

で、以下のとおり報告いたします。 

団体名：    社台地区町内会連合会     （参加者１３名） 

日程・会場 
令和 ７ 年 ９ 月 ２０ 日 社台生活館 

午後２時３８分 ～ 午後３時３３分 

懇談テーマ 「津波避難対策の現状と課題」 

出席委員名 

主 査 森 山 秀 晃  副主査 貮 又 聖 規 

委 員 佐 藤 雄 大  委 員 広 地 紀 彰 

意見・要望事項 下記のとおり 

活 動 報 告 

（処理・対応含） 

 今回の分科会は、社台地区町内会連合会の方々と、７

月 30日に発生したカムチャツカ半島地震による津波避難

対策の現状と課題を中心に懇談を行った。 

 

〇 津波避難対策の『現状・課題』 

① 避難方法について 

・自ら避難できない方がいたが、車に乗せて避難した際



 

 

に何かあったら困ると思い乗せてあげられなかった。

車の乗り合い等、どこまで共助をするべきなのか基準

を明確にしてほしい。 

・ＪＲとの鉄道横断の協議はやっているのか。 

② 避難時の情報共有について 

・役場からの情報が不足。自己責任で昼頃にはほとんど

の避難者が帰宅した。 

・高齢で耳が悪い方のためにも、むかわ町のように全戸

に防災無線を置く等の対応をしてほしい。防災無線は

聞こえないし、テレビも見ていない人がいる。 

③ 避難場所について 

・避難場所が社台墓地となっているが、トイレがないほ

か駐車場スペースも不足しており、避難した後が困る。 

・避難場所を社台墓地ではなく、高速奥の家畜市場があ

った場所にできないか。土地が広く、舗装も残ってい

ると思われる。 

・暗くなってから墓地に避難したくない。墓地は腰を掛

けるところもない。 

・避難の際に近隣の企業が、トイレの貸し出し等で協力

してくれた。災害時には近隣企業の協力も大切なので、

町側から企業への協力のお礼とお願いをしておくべき

と思う。 

・社台小はもう利用できないと思うので、築山を整備す

るのであれば解体も併せて検討してほしい（築山整備

の補助金を利用できるような形で）。 

・１日も早く避難施設を作ってほしい。 

④ 備蓄倉庫について 

・避難所の社台生活館に災害時用の保管庫があるが、町



 

 

内会では鍵がなく開けられない。 

・社台生活館に設置してある保管庫には高価な機械も入

っているのでもっと丈夫なものにしたほうが良いと思

う。 

⑤その他 

・町内会の防災組織を検討したくても町内会役員も高齢

なので機能させるのが難しい。 

 

 

〇まとめ 

 現状の避難場所、避難所では避難したのちの環境整備

が不足している。避難場所の環境整備は急務であること

は明白である。また、環境を整備するまでの期間につい

ても対策を求める声が多かった。７月30日に発生した津

波警報発令時の避難においては、近隣企業の協力もあり

問題は少なく済んだものの避難場所にトイレがなかった

り駐車場が少なく避難してきても十分に安心できる場所

となっていない。他に保管庫が設置されている場所の問

題や鍵が開けられず水の配給ができなかった等の問題が

生じていた。鍵については、町より町内会長へ鍵を貸与

し保管していただくこととなったため整理がついたが、

設置場所である社台生活館は、津波が到達する範囲に位

置するため、設置場所の検討も必要である。また、保管

庫には食料品だけでなく災害時用の機械も格納されてい

ることから、より強固なものに更新することも併せて考

えるべきである。 

 社台小グラウンドについては、町からの説明で新しく

整備が検討されている避難施設の建設予定地とのことだ



 

 

が、校舎については老朽化が著しく負の遺産となってい

るという声があり、避難施設の整備に合わせて解体する

ことも視野に検討してほしい。解体後の跡地活用として

は、足が悪く車で避難する方が多いこともあり、駐車場

として整備してほしいとの声のほか、体育館については

町民利用等の活用方策も検討してほしいとの声があっ

た。 

 避難時の対策については、足が悪い方は車で避難して

いる方も多い。町内会の防災組織を機能させることがで

きれば一番であるが、町内会の役員も高齢で機能させら

れないというのが現実である。どこまで共助してもよい

ものなのか住民間では判断がつきにくいためガイドライ

ンの設定が必要である。また、高齢で耳が聞こえにくい

方等の避難のために、むかわ町で実施されている全戸へ

の防災無線の設置や苫小牧市で行っている防災無線設置

の補助の検討を行ってほしい。 

 


